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1. 以下の空欄を埋めよ．

· アルゴリズムの評価尺度

アルゴリズムの（　　　　　）

アルゴリズムを実行するのに必要となる計算の量

（　　　　　　　）
アルゴリズム実行に必要な時間の尺度

（　　　　　　　）

アルゴリズム実行に必要な領域（メモリ）の尺度

計算量が（　　　　　）＝アルゴリズムは効率的

時間計算量と領域計算量は（　　　　　　　　）の関係

○（　　　　）計算量

（　　　　　　　　）入力が与えられたときの計算量

○（　　　　）計算量

（　　　　　　　　）入力に対する計算量の平均

2. 以下の空欄を埋めよ．

○アルゴリズムの時間計算量が f(n) の（　　　　　　）である：O(f(n)) である

これは入力データの（　　　　　　）に対し，アルゴリズムの実行時間が
関数 f(n) に（　　　　）して増加する．

· オーダーの見積もり

アルゴリズムを，小さな（　　　　　　）に分割
各操作単位の（　　　　　　）を評価

操作単位のオーダーを（　　　　）して，全体のオーダーを得る

3. 次のアルゴリズムの計算量を求めよ．
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4. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください．



void maxmin2(int a[], int n)


{


	int	i, max, min;





	max = min = a[0];


	for (i = 1; i < n - 1; i++)


		if (max < a[i]) max = a[i];


	for (i = 1; i < n - 1; i++)


		if (min > a[i]) min = a[i];


	printf(“%d, %d\n”, max, min);


}





void bubble(int a[], int n)


{


	int	i, j, t;





	for (i = 0; i < n - 1; i++)


		for (j = n - 1; j > i; j--)


			if (a[j – 1] > a[j]) {


				t = a[j]; a[j] = a[j – 1]; a[j – 1] = t;


			}


}








